
「佐賀県士族相良元貞君ハ五年前大学中助教奉職中、医学修行ノ朝命フ奉シテ普国二留

学セリ.元来才力非凡ナル上二勉強モ亦大二人二過タリ。彼国大学二入テ既二第八学期

ノ課程 フ修メ、学術大二成熟シテ巳二「 ドクトル」ノ試験 フ受ケム トスルノ秋二至 り、

會テ屍毒二中り、体力未夕薔二復セサルニ続テ肺炎二罹 り、志フ遂ゲズシテ帰朝ス。未

ダ幾千ナラス百治効ナク、遂二本月十六日東京二於テ齢三十有五ニシテ折ス、鳴呼憾ム

可シ造物ノ才人フ厄スル何 ソ其レ酷ナルヤ。天若シ斯人ニシテ年フ俄サバ豊音二廃 フ起

シ、骨肉スルノミナランヤ。後進ノ仰テ以テ泰斗 トナスノ期モ亦、将二愛二在ラントス.

今ヤ不幸ニシテ其学フ所ノ什一フ試ムルコト能ハズシテ愛二没ス。誠二惜ムベキナリ。

吾情同胞歎惜ノ至二堪ヘズ、愛二新聞ノ余自フ俄テ以テ世ノ會テ同氏フ識ルノ諸君二訃

ク 学友司馬盈之 永松東海」 (「東京日日新聞掲載 :明治 8年 10月 22日付け」


